
オミクロン株の流行で再び注目が集まるauAM未来都市関連株式ファンドのテーマ

関連する組入銘柄

オンライン診療の普及 くらしを支えるインフラ

世界の動向と日本の規制緩和 くらしを支えるインフラ

大手コンサルティングファームであるデロイトの見解では、新型コロナウイ
ルスによる世界的なパンデミックを経験し、世界におけるオンライン診療の
割合が2019年の1%から2021年の5%へ上昇すると予想している。また、
同ファームではパンデミック終息後に従来の1%には戻らないとも予想して
おり、 2020年に実施された米国の医療従事者を対象とした調査では以前
の状態に戻ると予測した回答はわずかであったとしている。
（出所：デロイトトーマツ, Technology, Media and Telecommunica-
tions Predictions | 2021 日本版）

日本においても2020年には特例的にオンラインでの初診を解禁する法規
制の緩和が行われ、オンライン診療の認知率は40%を超えている。前回第5
派のピーク時に入院医療を必要とする患者数が20万人を超えた際、軽症
者も原則入院としたこと等で医療体制がひっ迫した。オンライン診療が普及
すれば、宿泊医療、在宅医療の質を上げることが期待されるだけでなく、コ
ロナ禍において外出を控えたい患者側のニーズともマッチするため、恒久的
な制度として定着することが期待されている。
（出所：各社記事を参考にａｕアセットマネジメント作成）

米国の医療器具メーカーであり、遠隔ヘルスケアモニタリングの先進企業。
世界の約160カ国においてビジネスを展開する先進医療機器のグローバル
リーダー。世界初の、ブルートゥースを活用したワイヤレスでの遠隔モニタリン
グが可能な次世代型心臓ペースメーカーを開発。ペースメーカーの情報をス
マートフォンで確認したり、自宅から担当医や医療スタッフに送ることができ、
患者と医療従事者の双方向の管理により、早期発見・治療が可能となる。

ボストン・サイエンティフィック (アメリカ) ヘルスケア機器・サービス

医療器具メーカー。最小侵襲医療器具の開発、製造、販売に従事する。同社
の製品は心臓病治療、心調律の管理、末梢血管治療、電気生理学、神経血管
内治療、内視鏡、泌尿器科、産婦人科、神経変調治療などの分野で使用され
る。昨年、全世界で人工呼吸器が不足するなか、独自開発による低コストの
人工呼吸器を素早く米国市場に投入し、多くの人命と医療現場を救った。

出所：J.P.モルガン・アセット・マネジメント、及び各社公開情報よりａｕアセットマネジメントが作成。
注記：2021年11月末時点。ファンドへの組み入れを保証するものではありません。
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 

メドトロニック (アメリカ) ヘルスケア機器・サービス

直近運用状況についてのお知らせ

※当資料の内容は過去の実績を示したものであり、 将来の運用成果を約束するものではありません。
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ファンドの運用実績

 auAM未来都市関連株式ファンド（為替ヘッジあり）

 auAM未来都市関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

※「基準価額」は信託報酬控除後のものです。
※「分配金再投資基準価額」は、分配が行われた場合に、当該分配金（税引前）を決算日にファンドへ再投資したものとして計算しています。
　なお、分配金実績がない場合の「分配金再投資基準価額」は、「基準価額」と同一の値となります。
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 
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マザーファンド 組入上位10 銘柄の推移(太網掛けは下図の各銘柄に対応 )

上記は、JPモルガン・アセット・マネジメント株式会社から提供されたデータを元に、auアセットマネジメント株式会社が作成したものであり、
組入上位銘柄はGIM未来都市関連株マザーファンド（適格機関投資家専用）のデータを記載しています。組入比率は株式ポートフォリオの評価
額に対するものです。また、株価の推移は各銘柄の修正株価をもとに2020/10/15を100として指数化したものです（株価は米ドル建て、
2021/12/17時点）
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 

出所：J.P.モルガン・アセット・マネジメント、ブルームバーグ

2021年10月末時点

国・地域 テーマ 組入比率

アンバレラ アメリカ
移動を支える
インフラ 3.0%

アメリカ
移動を支える
インフラ

2.6%アルファベット

スペクトリス イギリス 基礎インフラ

移動を支える
インフラ

2.0%

アキュイティー・ブランズ アメリカ 基礎インフラ 2.5%

アプティブ 1.9%

ジョン・ワイリー・アンド・
サンズ

アメリカ
くらしを支える
インフラ

1.8%

ヘキサゴン スウェーデン 基礎インフラ 1.7%

ルグラン

ジョンソンコントロールズ
インターナショナル

フランス 基礎インフラ

基礎インフラ

1.7%

1.8%

理想汽車（Li Auto） 中国

アメリカ

アメリカ

移動を支える
インフラ

1.7%

名称

2020年10月末時点

名称 国・地域 テーマ 組入比率

セレンス アメリカ
移動を支える
インフラ

2.0%

コーニンクレッカ・
フィリップス オランダ

くらしを支える
インフラ

2.0%

ニュー・オリエンタル・
エデュケーション＆
テクノロジー・グループ

中国
くらしを支える
インフラ

2.0%

アンバレラ アメリカ 移動を支える
インフラ

2.0%

アイトロン アメリカ 基礎インフラ 1.9%

アプティブ アメリカ
移動を支える
インフラ

1.9%

アルファベット アメリカ
移動を支える
インフラ

1.9%

ベクトン・ディッキンソン アメリカ
くらしを支える
インフラ

1.8%

スペクトリス イギリス 基礎インフラ 1.8%

ジンマー・バイオメット・
ホールディングス アメリカ

くらしを支える
インフラ

1.8%
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【設定来・継続保有銘柄】
アンバレラ

【直近上位保有銘柄】
アキュイティー・ブランズ

【直近上位保有銘柄】
ジョンソンコントロールズ
インターナショナル

【売却済銘柄】
ニュー・オリエンタル・
エデュケーション＆
テクノロジー・グループ

組入上位銘柄の概況

参考銘柄の株価推移(折れ線グラフの色は上記網掛の色に対応)
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2021 10 14

参考銘柄の概要

2021 14

2004年にシリコンバレーで創業、半導体の製造会社。高い解像度を可能にする
画像処理技術を低コストで提供。先進運転支援システム（ADAS）、ドライブレコ
ーダー、運転者／車内モニタリング、自動運転などの幅広い分野で使用されてい
る。

アキュイティー・ブランズ（米国）：北米を中心に、商業用、住宅用の照明メーカー
として業界を牽引。LED 照明の推進、建物内の照明の効率的管理を通じて省エ
ネを促進するなど、脱炭素化に貢献するソリューションを提供。

ビルの管理・運営に関するテクノロジーのグローバルリーダー。150 以上の国・
地域、400 万社以上の顧客を有する。建物におけるエネルギー効率を高めるこ
とで、CO2 排出量の削減に貢献。日本においてもビル管理・中央監視システムや
空調冷熱機器などを提供。

教育サービス会社。外国語トレーニング、米国・中国・イギリス連邦諸国の学校入
試や査定のテスト対策プログラム、および小中学校の教育などのサービスを提
供する。ソフトウエア開発も手掛ける。

(アメリカ)

設定来・継続保有銘柄

直近上位保有銘柄

売却済銘柄

アンバレラ 半導体・半導体製造装置

ニュー・オリエンタル・エデュケーション＆テクノロジー・グループ 消費者サービス

資本財

資本財

アキュイティー・ブランズ

ジョンソンコントロールズインターナショナル

(アメリカ)

(アメリカ)

(中国)

出所：J.P.モルガン・アセット・マネジメント、及び各社公開情報よりａｕアセットマネジメントが作成。
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 4/9
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今後の見通しと投資方針
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出所：J.P.モルガン・アセット・マネジメント

※上記運用コメントおよび投資方針は実質的な運用を行うマザーファンドに係る説明を含みます。
また、見通しと投資方針に ついては、基準日時点における見通し、投資方針であり、今後予告なく変更される場合があります。

◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。
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参考銘柄の概要

*2 GIM 2
GIM

ファンドの目的・特色

投資リスク

◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 6/9

※販売会社によっては、スイッチング（乗換え）のお取扱いを行わない場合があります。詳しくは販売会社にお問合せ下さい。
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ファンドの費用

ファンドレターFund Letter

◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 7/9
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委託会社、その他の関係法人の概要

＊IFAコースのみでのお取扱いとなります。

＊

◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 8/9



当資料のお取扱いにおけるご注意
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